
今日の寺こもさん 学生服 I′ユース shopきくらや 馬場加奈子さん

今月の寺ともさんは、学生服リユースShopさ <らやさんです。さ<らやさんは、

2011年に高松市上ノ町にオープンしました。きつかけは倉」業者の馬場加奈子さんが

3児のシングルマザーとしてお子さんの学生服の買い替えの際に困つた経験からでし
た。上下で 2万円もする新品の制服を買うことには、大きな負担感を伴いました。な
らばこう感じているお母さんがた<さんいるのではとリサーチする中で、ついに我が

子が着た学生服を譲りたい人と中古の学生服を買いたい人をつなぐ「中古学生服ビジ

ネス」を起業 したのです。最初に取り組んだのは、商品である中古学生服の回収です。半年で集まつた

のは、50着ほどだったそうです。そこで「学生服買い取ります」のチラシを真冬の厳 しい寒さの中、お

子さんと一緒にポスティングしたり何でもやつたそうです。その甲斐あつて、 1年足らずで 2干着の学

生服が集まりました。こうして中古学生服ビジネスが軌道に乗り始めたのです。そこには、様皮な形で

背中を押 して<れる人々がいま した。集めた制服を洗濯 してくれる障がい者の作業所の皆さんや集めた

体操服の東」しゅうネームをはず して<れるお年寄り、中には外国人のお母さんもいるのだとか。制服の

回収も今では、様々な店舗に回収ボックスを設置させてもらうに至りました。こうしてビジネススタイ

ルが確立 してからというもの、2014年には 2号店が宇多津町にオープンし、現在パー トナー店が全国

に 90店舗以上になりました。しか しお店は、週に 3日～4日の営業で 1日 5時間と決まっていて、ス

タッフの子どもさんが熱出 したとか、学校行事があるなどの際は、そつちを優先 していいという懐の深

い運営方針で回つています。またスタッフの意見を取り入れて、卒業間直の生徒さんを対象に学ランの

レンタルサービスも始めたそうです。馬場さんのメッセージに「さくらやは単 に学生服 を売 つて いる

ので はあ りませ ん。そ こには、地 域 をつな げて いきた いとい う想 いがあ ります。」と述べてい

ます。その言葉通り全国の様々な人々の輸が益々つながりつつあります。素晴らしい逆転人生ですね !

********'ご
自慢のペットちゃん *********

名前 :パールちゃん

性局」:♂

お年 :7歳

種類 :チワワ

好物 :おやつのささ身

住所 :中西さん宅 (高松市)

性格 :人見知り・ 内弁慶

苦手 :よその人

エピソード:中西さんが真つ黒でキレ

イな目が気に入って飼う事になったの

がパールです。メキシコが原産のチワ

ワは、寒さが苦手みたいで一晩中暖房

が必要です。人間の行動を先読みする

賢いところがあります。飼い主が何か

しようとすると、待ち構えて立ち上が

ります。もちろんゴハンにも敏感で、

小躍りします。太ると足腰に負担が大

きいので、ダイエットをすすめられて

います。でも気に入らないドッグフー

ドには、ソッポ向いてしまいます。

***********締
代 さ ん便 ιl**********

総代の川崎です。昨年夏の東京オリンピック頃は、新型コロナウイルスの

感染拡大で医療体制等が切迫していましたが、10月が近づ<と感染が下火に

なり、やつと講演会・演奏会やお祭りなどの行事が少しずつ動き出しました。

世界的にはまだ感染拡大が続<中、日本では法的規制もないのに街を歩い

ている人は、みんなマスクをしています。日本人の行動様式が感染拡大を防

いでいるとも思われます。新年を迎えるにあたり、新たなオミクロン株の出

現で第六波が心配されています。各自が慎重な中にもより相応しい判断・行

動が求められています。新年が門信徒の皆様にとってよいお年になりますよ

うに。

ご自慢のペットちゃん

募集中だにゃん !
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